2002.12.24
「こころ北にありて」シナリオ（第9稿）
1　海底　[夜]

　　海底から見上げた海面。たゆたう波。

字幕「19XX年。第Ⅱ次世界大戦に敗北したドイツ・イタリア・日本は、それぞれが東西陣営によって分割統治された」「すなわち東西ドイツ、南北イタリア、そして―」「南北日本である」「南北日本の国家樹立から25年後」「高知県（南日本）足摺岬沖海底」。

　　海中を黒い物体が進んでくる。スクリューの回転が見え、それが小型の潜水艦であることがわかる。

字幕「北日本人民共和国海軍 特殊潜航艇 010号」。

2　潜航艇内

　　艦長以下5名の乗員が潜航艇を操縦している。潜望鏡を一心に覗き込んでいる艦長。

副長「海底までの水深、逐次報告せよ。」

ソナー手「海底まで20メートル。海底の突起物多数。」

副艦長「機関微速前進、そのまま。」

操舵手１「微速前進。」

操舵手２「びそーく。」

副長「艦長、海岸線まで距離200。海底、突起物多数。」

　　艦長、潜望鏡から目を離して言う。

艦長「よし、オカは静かなもんだ。艦橋まであげろ。」

ソナー手「海底まで25メートル。」

副長「了解。艦橋深度まで浮上します。機関停止。深度２メータまで浮上。」

操舵手１「モータ止め。」

操舵手２「モータ止めぇ。」

操舵手１「メインタンクブロー。浮き上がれ。」

操舵手２「メインタンク、ブロー。」

3　海上 [夜]

　 　夜の海に特殊潜航艇の小さな艦橋がゆっくりと浮上してくる。

4　潜航艇内

副長、ヘッドセットを頭に、手には発光器を携えて素早く梯子を駆け上がっていく。

5 艦橋の上

　  艦橋のハッチが開き、副長が顔を出す。周囲を慎重に見渡してから、発光器を取り上げると、マイクに小さく呟く。

副長「発光用意よし。」

6 潜航艇内

　　 艦長、腕時計を睨みながら、

艦長「発光用意、短３つ、長１つ。発光、はじめ。」

7 艦橋の上

　  艦橋上の副長、発光器を素早く操作する。光が短く３回、長く１回明滅する。

8　海上　[夜]

　　海上の光源、短く３回、長く１回明滅する。

9　海岸 [夜]

　　海岸の岩陰に４人の男達＝若い秘密工作員3人＜加地・日野・長尾＞と＜閣下＞と呼ばれる一人の初老の男＝が隠れている。先頭にいた加地が潜航艇からの発行信号を確認して、小さく叫ぶ。

日野「閣下、きました。」

　　男達の一群、2艘のゴムボートを抱え、岩陰に隠れつつ小走りに海へと入っていく。閣下、ゴムボートに不器用に乗りこむ。続いて乗り込む加地。銃をぬいて周囲を警戒する長尾。日野が長尾を呼びつけ、閣下・加地のボートに続く。

10　海上 [夜]

　  艦橋に閣下と加地の乗ったゴムボートが漕ぎ寄せてくる。閣下、バッグを艦橋の副長に手渡し、不器用に艦橋の梯子を上っていく。

11　潜航艇内部

　　 艦橋から閣下が降りてくるのを直立不動で迎える艦長と操舵手１。

艦長「閣下、ご乗艦、光栄であります。」

艦長と操舵手１、慇懃に敬礼をする。閣下、返礼もせずに、濡れたズボンを手でたたきながら苛立っている。

閣下「あぁくそ、濡れたぞ。」

艦長「お着替え、ご用意します。」

閣下、潜航艇内を一瞥して、

閣下「狭いな。これでどれほど乗ってくんだ。」

艦長「黒潮に乗れば早いです。八丈沖で母船に乗り換えるまで、30時間のご辛抱です。」

閣下「ふん。モスクワに飛んだほうがよほど早かったな。寝不足だ。寝とるわい。」

操舵手１「閣下、こちらへどうぞ。」

閣下「あん。」

　　立ち去る閣下と操舵手１。敬礼する艦長。

12　海上 [夜]

　  艦橋に日野と長尾の乗ったゴムボートが漕ぎ寄せてくる。艦橋に乗り移る二人。先に中に入っていく加地。副長がゴムボートをひきあげ、素早くナイフで切り裂く。

13　潜航艇内部

　　加地が梯子を降りてきて、艦長の前に立って敬礼する。

加地「特務第3班、加地玲一です。以下、班員3名、閣下ご１名、乗船許可願います。」

　　艦長、返礼する。

艇長「許可する。久しぶりだな加地。」

加地「お待たせして、ご厄介かけました。」

艇長「そりゃいいけんどよ。ありゃ」

艦長、アゴをしゃくる。

艦長「何者だ。」

　　加地、少し笑ったように言う。

加地「祖国にとって大変重要なお方です。乗り心地よく、お願いしますよ。」

　　梯子からは、日野、長尾も降りてくる。

艦長「そりゃ請け負うけんどよ。お前さん達が連れてくる客ってのは、なんであぁ胡散臭せえ奴ばっかなんだろうな。」

　　艦長去っていく。加地、シニカルに笑っている。日野傍らに立っている。

日野「何だ、どうした。」

14 海底[夜]

　　艦橋までゆっくりと潜む潜航艇。

15　潜航艇内部
　操舵室で指揮をとる艦長。

艇長「そんじゃあ、そろそろと行くべぇ。面舵。」

副長「面舵いっぱい。」

艦長「おめぇら、乗り心地良く漕げよ。なにしろ今日は大事なお客さまをお乗せしてるんだ。」

操舵手１・操舵手２・ソナー手「了解。」

　　加地入ってくる。艦長、加地のほうをもう一度向いて、

艦長「これでよろしいすか、加地中尉殿。」

加地、艦長を見つめる。加地を睨みかえす艦長の目。静かな衝突。

16　海底　[夜]

　　海底から見上げた海面を潜航艇が遠ざかっていく。海底に揺れる月光。

17　タイトルバック

　　打ち寄せる波濤
タイトル『こころ北にありて』

18 海上　[夜]

　   凪の海に浮かんでいる母船（漁船を装った北日本人民軍海軍の工作船）。

19　海中

母船の船底にワイヤで吊るされている潜水艦。

20　潜航艇内部

　工作員・乗員達、潜航艇の天井を見上げている。母船からの水中無線の声が雑音にまざって響いている。

無線の声「巻き上げ8メートル。艦体水平、確認せよ。」

操舵手１「艦体水平。」

　 副長、電話機を耳にあてながら、

副長「艦体水平。巻き上げそのまま。」

無線の声「巻き上げそのまま。7メートル。」

　閣下が顔を出す。

閣下「うぅ。おい着いたのか。」

加地「いま、母船のウィンチでこの艦を巻き上げています。じきに上の船に乗り移っていただけますから、お支度ください。」

21　海底

　  母船の船底から伸びた２本のワイヤーによって、潜航艇が少しずつ海底を吊り上げられていく。母船の船底の中央に開いた大きな穴の中に、潜航艇の艦橋がすっぽりと吸い込まれていく。

22　潜航艇内部

無線の声「100セン。50セン。着てーい、いま。」

潜航艇の中がガクンと大きく揺れる。

無線の声「ハッチ接続。漏水ないか。」

副長、電話機を耳にしたまま、ハッチを見上げる。

副長「異常なし。ハッチ打音願います。」

天井の上からハッチをハンマーで叩く音が響く。潜航艇内に安堵の空気がひろがり、各種スイッチがパチパチと入り切りされる。蛍光灯の青い光が満ちる。

加地「無事、母船にドッキングいたしました。お疲れさまでした。」

閣下「上には、コックは乗っとるんだろうな。参ったぞ、乾パンと水ばかりで。」

　　操舵席の操舵手１が嬉しそうに操舵手２に話しかける。

操舵手１「おい、上の船あがったら肉が食えるべ。」

操舵手２「え、肉。食えるすか。へへへへへ。」

23　母船・接続ハッチ

　  母船の副船長が潜水艦のハッチを開く。中から艦長の顔が出てくる。副船長、敬礼する。

副船長「ご苦労さまです。船長がお待ちかねです。」

艦長、小さく返礼する。

24　母船・上部甲板

　  母船のデッキをあがってくる艦長。敬礼してすれ違う乗員。艦長、デッキにあがって生みを見て深呼吸する。その横から母船の船長が声をかける。

船長「艦長（オフ）。」

艦長、ふりむいて敬礼しつつ、にやっと笑う。艦長の前に進み出て敬礼を返す船長。船長は、横シマTシャツ、バンダナ、船長帽といういでたち。

船長「ご苦労だった。閣下のご機嫌はどうだ。」

艇長「はぁ、ゆんべは腹がへったいうて、ご機嫌斜めだったですが、まぁお元気ですよ。」

船長「あれだけコロコロ太ってりゃあ2~3日喰わなくても死にゃあしねぇって。まぁお前らも今夜は飲んでくれ。」

艦長「ありがとうございます。」

　　そう言いながら艦長、船長の格好を指さして噴き出す。

艦長「で、なんすか、その格好は。」

船長「わかんねぇかなぁ、裕次郎だよ。」

艦長「裕次郎って…南の映画の真似しちゃまずいでしょう。」

船長「いいんだよ、はやってんだから。ははは。」

艦長「ははは。」

豪快に笑う船長につられる艦長。船長、デッキに上がってきた加地に気づき笑うのをやめる。加地、閣下のバッグを抱えて上がってくるが、ふりむいて船長に敬礼する。加地に返礼する船長、真面目な顔になって加地を睨む。同じくふりむく艦長。

25　母船・閣下の部屋

　  加地が閣下の部屋のドアをノックする。

加地「加地です。入ります。」

閣下「入れ。」

　  閣下はステテコ姿で髭を添っている。気まずそうに下を向き荷物を下ろす加地。

加地「お荷物はどちらへ。」

閣下「どこでもいい。たいしたモンは入っとりゃせん。」

加地「ではこちらへ。失礼しました。」

　  加地、ふりかえって出て行こうとする。そこへ隣のキャビンから入ってきた女。美都子である。

美都子「閣下、おズボンはこちらに。」

　  出て行く寸前の加地、驚いて振り返る。美都子も驚いて加地を見つめる。二人言葉にならない。その様子に髭を剃りおわった閣下が気がつく。

閣下「なんだ、お前達。知り合いか。」

加地「…帯広の学校で、自分達は同期でありました。」

閣下「男と女が同期？ほぉ、面白いな。」

閣下、意地悪そうに笑う。

閣下「つまり、二人で夫婦になりすます訓練をしたということだ。ははは、夫婦になるはずだった二人が、こんなところでご対面か。」

　  加地、敬礼してそそくさを部屋を出て行く。閣下、急に真剣な低い声で加地の後ろ姿に声をかける。

閣下「そうつれなくするなよ、18号」

一瞬、ぎくりと立ち止まる加地。

閣下「…だっかたな、君のコードネームは。」

　　加地、済ました顔でふりむいて説明する。

加地「いえ、自分の認識標は358264であります。わが軍の認識番号は６ケタです。」

　　閣下、とぼける。

閣下「そうだったかな。」

　　加地、再び慇懃に敬礼してドアを閉めて去る。その姿を見送って、閣下、ズボンを履きながら、美都子にからかうように言う。

閣下「ふふ、ひょっとしたら今ごろ君は、あの男と二人で東京にでも暮らしてかもしれんのだな。なかなか似合いの夫婦だったかもしれんぞ、あん？どうだった？あいつのことは気に入ってたのか。」

美都子「いえ、あ、はい。加地中尉はたいへん優秀で方でした。」

閣下「そういう話をしとるんじゃないさ。君らは夫婦になって訓練をしとったんだろ。帯広じゃその手の訓練は、随分実践的にやっとるそうじゃないか。君たちも、あん？しとったんだろ、実践的に？」

意地悪く笑う閣下。美都子、表情を曇らせるが、なお胸の高鳴りが止らない。

26　母船内・キャビン

キャビンに男達の笑い声。工作員・乗員達のささやかな慰労の宴がはじまっている。副船長が肉と酒を盛って歩いている。

操舵手1「うめ。うめぇ。やっぱ肉はうめぇや。」

副船長「肉も酒もたんとあるっちゃ。好きなだけ喰ってけろ。」

ソナー手「これだから、海軍はやめられねぇずら。」

艦長「そんな犬食いするな、みっともねぇ。潜水艦じゃなにも喰わせてなかったみてぇじゃねぇか。」

　　室内がどっと笑いにつつまれる。

操舵手１「特務の皆しゃん。南にいたときゃ、こんなうめぇ肉は喰えんだったでしょお。」

工作員たち、ちょっと顔を見合わせるが、長尾が口を開く。

日野「あぁ喰えないよ。あっても缶詰だけだ。これがまた臭くてなぁ。」

操舵手1「あぁそれは知っとります。ありゃ不味いですよねぇ。あんなもん食わされてちゃ、南の人民はかなわんですよねぇ。」

日野「資本家に収奪されてるからね、かわいそうなものだよ。それにスモッグもひどいんだ。空なんか真っ黒だし。なぁ真っ暗だよなぁ。」

副長「特務の皆さんは、あの閣下がどういう方なのか、ご存知なんですか。」

加地「知らんな。くわしいことは。」

日野「知る必要はないことだが、ただ、祖国統一のための大事なお仕事をなさってる方だということだ。」

ソナー手1「すげえですよねぇ、わざわざお付きの女のヒトが乗ってくるんだものなぁ、びっくらしたなぁ！」

操舵手1、わっと笑いながら、操舵手1のイガグリ頭をこづく。

操舵手1「いや、こいつなんかね、さっき甲板でちょこっとだけ口をきいてもらったですよ。それからも、あぁきれいなヒトじゃったぁいうて、ぽぉっとしとるんですわ。」

操舵手2「やめてけれぇ、そんことはぁ。」

操舵手1「ねね、あんヒト、名前はなんていうですか？」

日野「名前か？」

　 日野、加地をふりむく。

加地「…木田美都子だ。」

操舵手1「美都子。み・つ・こ・しゃーん。」

操舵手2「やめやこりゃ！」

　 　操舵手2が1につかみかかる。そこへドアが開き美都子が入ってくる。わき立つ室内。

操舵手1「あ、美都子さん！あのですね、こいつが、あんたさまに一目惚れしたと言って。」

操舵手2「やめれ！」

　 美都子、表情もかえず事務的に言う。

美都子「閣下がいらっしゃいます。」

　 乗員達、すくっと起立する。階段を下りて閣下が入ってくる。

閣下「ほいほいほい。いや楽にしろ。」

副船長「休め。」

乗員達、後ろ手となる。

閣下「いや、このたびはご苦労であった。まぁ、わしも随分しんどかったけんどなぁ、加地君。」

加地「失礼いたしました。」

閣下「潜水艦の諸君もなんでも、あそこで丸3日潜ったまんま、わしらを待っとったというじゃないか。まったく潜水艦乗りちゅうのは、因果なものだなぁ。」

艦長「恐れ入ります。」

閣下「ん、諸君のこんたびの勇気ある作戦遂行は敬服に値する。わしもずいぶん長く南におったが、南傀儡政府の堕落、腐敗。民衆の風紀紊乱は正視に、まことに耐えがたいものであった。わが北日本人民共和国が、いかに民主的で清廉潔癖なる理想国家であるかはますます明らかなところではあるが、諸君のような規律正しく崇高な精神の若者こそが、まさに祖国解放の前衛たらんことを、わしはこの作戦においてますます確信をした。礼を言いたいと思う。」

若い乗員達、感激している。加地は顔を曇らせる。

閣下「あーここで一言、言っておきたい。わしはこの度、はからずも急な帰国となったが、わしがおこなっておったのは、決してワタクシを利するものではなく、すべて祖国統一のための高度な経済作戦であった。札幌の連中はお題目を唱えるだけで、何もわかっておらん。書記長閣下に直接お話し申し上げれば、すべてははっきりとする。わが祖国統一は、不肖このワシの双肩にかかっておるのだ。その日がきたとき、諸君はこんたびの作戦がいかに栄えあるものであったかを、知ることとなると思う。いや、いずれにせよご苦労であった。以上だ。」

艦長「閣下のご健勝をお祈りし、万歳。」

一同、手をあげずに叫ぶ。

一同「ばんざーい。」

副船長「国歌斉唱!」

　 一同、北日本人民共和国国歌“ふるさと”を斉唱する。(作詞：高野辰之)

　 兎追いしかの山 / 小鮒釣りしかの川 / 夢は今もめぐりて / 忘れがたき故郷

　 如何に在ます父母 / 恙なきや友がき / 雨に風につけても / 思い出ずる故郷

　 志をはたして / いつの日にか帰らん / 山は青き故郷 / 水は清き故郷

27　海上

夜の海にうかぶ母船。

28　母船・甲板 [夜]

美都子が母船の甲板に出て加地に気がつく。加地、デッキの手すりごしに、海に何かを投げ入れた仕草。ドボンという水音が鈍く響く。美都子、ためらいがちに、加地に声をかける。

美都子「加地さん。」

ふりむく加地。少し、どぎっとするが、美都子と気づいて、やや照れくさそうに微笑む。美都子も微笑みかえし、加地の傍らに歩み寄る。加地、手すりに手をかけて、思い出したように言う。

加地「…驚いたよ。こういうこともあるんだな。」

美都子「こういう任務を任せられるなんて、加地さん、やっぱり凄いですね。閣下も加地さんのことを誉めておられました。」

　　加地、ふたたびどきりとするが、話しを続ける。

加地「つまんないことだよ。僕たちの仕事は、しょせんは屑拾いみたいなもんだ。あの閣下にしたところで…」

加地、言いかけて口をつぐむ。美都子、笑う。

美都子「ふふっ、あの頃はそんなことは言ってなかったのに。」

加地「…帯広か。」

美都子「…憶えてますか。」

加地、聞かれたことには答えずにふりむく。

加地「君は閣下と札幌まで一緒に行くのか？」

美都子「私の仕事はこの船の中で閣下をお世話することだけです。函館から先のことは言われてません。加地さんたちは？」

加地「南に戻るさ。燃料補給が終われば、ドッキングも切り離す。それでお別れだ。…どうだ、君、潜水艦の中って見たことないだろう。」

美都子「はい、…え？いいんですか？」

加地「君も特務の一員だ。資格はある。」

　　美都子、とまどいの表情。

29　潜航艇内部

加地と美都子、潜航艇の中へ降りてくる。操舵手達が鼾をかいている寝姿。美都子、小さく笑う。

美都子「この人たち、どんな狭いところでも寝られるのね。」

加地「どこだって、住めば都なのさ。」

美都子「南の人たちも、きっとそう思ってるのね。」

加地、美都子を見つめる。

加地「…美都子」

美都子、急にどぎまぎする。

美都子「…加地さん。」

急に艇内に警戒ブザーが鳴り渡る。

操舵手１「な・なんだー」

飛び起きる。驚く美都子。寝ていた操舵手2とソナー手らが、もぞもぞと起き上がる。

操舵手2「あ、み、美都子しゃん。」

30　母船・甲板 [夜]

母船の甲板を乗員達が大慌てで駈けている。デッキの最上段で船長が双眼鏡を握って水平線を凝視している。

館内放送の声「レーダーより警報。3時方向より飛来機。全員警戒態勢とれ。レーダーより警報。3時方向より飛来機。全員警戒態勢とれ。」

　　船長のもとに小走りに来る艦長と副長。

艇長「どうした。」

船長「タンカーのフリをしてやがったが、ヘリを積んでたらしい。海面スレスレ、まっすぐ飛んでくる。」

艇長「ヘリコプター？アメちゃんか？距離は。」

船長「8キロ。どこのかわからん。まぁ、ここで臨検ってこたねぇだろうが、用心のために特務の連中を下に下げておけ。閣下にも移って貰おう。」

副長「自分が行きます。」

艇長「くそ、まだバッテリーはすっからかんだぞ。」

　 艇長も飛び出していく。甲板上、慌しくなる。乗員達のどなりあう声。

31　潜航艇内部

美都子「私、閣下のころへ戻ります。」

美都子、大慌てで潜航艇から出ようとするが、上から「どけ」と一喝されて、すぐ降りる。飛び降りてきた艦長。艦長、美都子と加地を見てどなる。

艦長「お前達、何してた。」

美都子「閣下は！」

艦長「いま、副長が呼びに行った。お前はここで待て。」

日野が飛び込んでくる。

加地「何があった。」

日野「わからん！」

長尾が飛び込んでくる。日野が叫ぶ。

日野「おい！なにがあったんだ！おい！」

32　母船・閣下の部屋

閣下の部屋のドアをたたく副長。

副長「閣下！閣下！入ります！」

ドアを蹴破るようにして部屋に入る副長。ベッドで毛布にくるまって寝ている閣下。

副長「閣下、国籍不明のヘリ１機が接近中です。恐縮ですが、用心のために潜航艇へお下がり願います。」

閣下まったく反応がない。

副長「閣下！」

副長、ベッドに走りよって閣下の毛布に手をかける。ひきつる副長の顔

33　母船・甲板　[夜]

船長。双眼鏡を凝視したまま。

船長「…何か光った。」

後ろから副船長が大声で叫ぶ。

副船長「ミサイルです！距離2000！」。

船長、双眼鏡を下げて、

船長「なに。」

34　海上　[夜]

　 ミサイルが命中。木っ端微塵に吹き飛ぶ母船。衝撃が海底におよび潜航艇のまわりが激しくあわ立つ。

35  潜航艇内

艦内に火花が散り、操舵手2の頭上に配管が落下。操舵手2、悲鳴をあげて顔を覆う。

操舵手２「うわあ」

36  潜航艇内

　　潜航艇内の機器類がショートして火花を散らしている。

操舵手１「て・敵襲だぁ！」

艦長「接続ハッチ閉鎖よし！ワイヤ切断！浸水箇所はないか！」

操舵手１「わかんねぇす！何もわかんねぇす！」

　　美都子と加地、体をささえあっている。照明が激しく明滅する。

日野「はやく潜れ馬鹿野郎！」

艦長「損傷確認が先だ！」

日野「ぐずぐずすんな！もう1発きたらどうするんだ！」

艦長「何！」

艦長ふりむき、日野となぐりあわんばかり。

操舵手1「深度20！、沈みます！」

艦長「…！」

日野「上等じゃねぇか！」

37  海中

　  海上の炎が海底を照らす。ばらばら沈む母船の残骸と飛沫。ゆっくりと沈み始める潜航艇。

38  潜航艇内

操舵手1「傾斜左舷20度！」

艦長「右舷注水！昇降舵トリム30！」

操舵手２、額から血を流してうめいている。美都子、操舵手２を覗きこむ。

美都子「大丈夫？…ひどい怪我。加地さん。」

加地「君がみてやれ。」

美都子、操舵手２を抱きかかえる。

操舵手1「深度50メートル、止まりましぇん。」

艦長「これ以上沈むな。ベント弁全開！」

日野「おい、浮かべばいいってもんじゃねぇんだぞ。まだ、敵が上にいるんだぞ。」

艇長「これ以上つべこべ言ったら、放り出す。人手不足なんだ。お前等も働け。」

加地と長尾、一緒に操縦桿を握っている。

加地「言われなくてもやってる。」

39 海中

傾きつつ潜航していく潜航艇

40　潜航艇内

日野「どうなっちまうんだよ。」

　　かまわず前を通り過ぎる艦長。

艦長「ソナー、なにか聞こえてるか？」

ソナー手「ノイズ極大。感知できません。」

操舵手1「深度60メートル。」

41 海上

猛火に包まれた母船。バタバタと唸りをたてて飛来する大型対潜ヘリ。

42　潜航艇内

艦長「現在の深度は。」

操舵手1「深度、170メートルでかわりましぇん。」

艦長「もちそうか。」

操舵手1「なんとか。」

艦長「よし深度保て。機関出力30。」

操舵手１「出力30。」

艦長、ポンと肩をたたいて行く。操舵手2、美都子の応急処置で顔に包帯をしている。片方だけ見える目で、美都子を見つめている。美都子、真剣な表情でのぞきこんでいる。

艦長「どうだ、こいつは。」

美都子「出血がとまらなくて。」

操舵手2「大丈夫です。」

　  操舵手2、意外にまんざらでもないような表情を浮かべる。艦長笑って去る。

日野「…いったいさっきのは何だったんだ。」

加地「…ミサイルだ。上の船は跡形もないだろう。」

日野「ずいぶんなご挨拶だよな。上の船だけ狙ったのか。こっちの艦のことは知ってんのかな。」

艦長「わからん。飛んできたのが対潜ヘリだったら、すぐにソノブイを落としてくるだろうが。」

日野「逃げられるのか。」

艇長「ヘリ１機なら、潜航限界までいけば、可能性はあるかもな。」

日野「潜航限界って。」

艇長「220メートル。」

日野「立派なもんだ。」

突然、船体に「カーン」と音がする。

日野「ソノブイ！」

艇長「いや、今のは。」

ソナー手「艦長、潜水艦です。」

艇内に衝撃が走る。

43　海中

海中を巨大な涙滴型潜水艦がむかってくる。

44　潜航艇内

艇長「方位は。」

ソナー手「12時。いや。」

ソナー手「敵潜水艦は2隻。1隻はほぼ12時正面。あと1隻は右舷後方、８時！」

日野「2隻ってどういうことだよ！」

艦長「距離は。」

ソナー手「2隻とも3000以上。」

45　海中

　  海中を別の形の攻撃型潜水艦がむかってくる。

46　潜航艇内

ソナー手「正面の敵艦、距離3000。8時の敵艦、距離不明。2隻とも原潜です。」

艦長、ぐっと奥歯を噛み締め、苦々しげに言う。

艦長「やっぱし…アメちゃんが出てきやがったか。」

日野「南が秘密配備した情報もあった。」

加地「2隻ってことはない。」

日野「…このまま挟み撃ちか。」

加地「…俺達を北に逃がさないつもりなんだ。…強制浮上させるか、でなきゃ沈めるだろうな。」

艦長「奴らの狙いは閣下なんだろ。ドザエモンを見つければ、黙ってひきあげるんじゃないのか。」

日野「浮き上がって白旗出せば見逃してもらえると思ってんじゃないだろうな。俺たちを乗せてるんだ。規則を思い出せ。」

艦長、きっとふりかえって日野と加地を見比べる。日野、なにかいいかけて、加地をふりむく。

加地「…最後まで、規則にしたがって行動して貰いたい。」

美都子、あっと驚いたように男達の顔を不安げに見比べる。艦長、にらみかえす。

艦長「わかってる。」

　　その会話に聞き耳をたてている操舵手１、ごくんと唾をのみこむ。操舵手１を横目で睨む長尾。

47　海中　

海中で潜航艇と睨みあった状態の敵大型潜水艦。[時間経過]

48　潜航艇内

潜航艇内、重苦しい雰囲気。「カーン」と敵のソナー索敵音。

艦長「敵の距離は。詰まったか。」

ソナー手「12時の敵艦3000、4時の敵艦4000変わらず。」

日野「…じらしやがるな。」

艦長「こっちは損傷をうけてる。バッテリーも酸素もない。持久戦は無理だ。」

加地「やつらの出方を探ってみよう。このまま真正面に出て、連中の鼻先をかすめて北へ脱出する。ほかに方法はないだろう。」

艦長「危なっかしいが、ほかに方法はねぇな。」

日野「撃ってくれば、撃ち返せよ。」

艦長、鼻で笑う。

艇長「魚雷の10本も積んでりゃ、返り討ちにしてくれるんだがな。」

日野「積んでねぇのかよ。1本もかよ。」

艇長「あんたみたいなのを、乗っけるためにな。それともあんた、スクーターに乗って突っ込んでってくれるかい？。」

　　艦長、言い放って猿。日野、そのうしろ姿にどなる。

日野「…そんな時代遅れはやらねぇ！」

加地「艦長、音響魚雷は何発ある。」

艦長「2発だ。」

加地「俺が撃つよ。」

　　加地、配置につく。

艦長「…よし、機関全速。とり舵。」

長尾、操縦桿をぐっと握り、とり舵いっぱいにする。不安げな美都子と操舵手２。

49　海中

　  スクリューを廻して前へ出る加地たちの小型潜航艇。すぐに敵の大型潜水艦もスクリューを廻し、大きく動いてくる。正面の敵潜水艦が、進路にたちはだかるような格好。[以下、艇内と海中の潜航艇、敵潜水艦の動き、魚雷を適宜カットバック]

50　潜航艇内

ソナー手「正面の敵艦、動きました。…速いです、20ノット。距離2800。まっすぐ突っ込んでくる。」

艦長「針路1-5-0、とり舵。」

操舵手1「針路1-5-0。」

日野「逃げるの一手だよな。」

ソナー手「敵、魚雷発射管開きました。」

艦長、唇を噛む。

艦長「警告だけだ。構わず突っ込め。」

　 [海中・魚雷を撃つ敵潜水艦。]

ソナー手「敵魚雷発射！」

　　ソナー手、手を伸ばしてゲインを調整する。

艇長「急速潜航！とり舵いっぱい！」

操舵手１「急速潜航！とり舵いっぱい！」

艦長「音響魚雷発射用意！」

　  加地、音響魚雷の発射コックに手をかける。

加地「発射用意よし。」

ソナー手「敵魚雷、距離1000。」

艦長「音響魚雷１・２番。発射用意！」

ソナー手「距離600。」

艦長「よーい。」

ソナー手「距離200！」

艦長「てー！」

加地、発射コックを倒す。発射音。

　 [潜航艇から発射される音響囮魚雷。囮魚雷と敵魚雷が互いに急接近。]

　　囮魚雷と敵魚雷の爆発の衝撃で揺れる艇内。

日野「やった！」

艦長「機関全速。そのまま突っ走れ！」

ソナー手、ひきつった声。

ソナー手「魚雷音、さらに2本。距離不明！」

艦長「なにぃ！」

　 [迫る魚雷]

日野「どぉするんだよ！」

艦長「機関全速そのまま！潜航急げ！」

ソナー手「距離200！」

艦長「衝撃に備えろ！」

　 [潜航艇近くで爆発する敵魚雷。]

大揺れに揺れる艇内。真っ赤なショート。美都子と操舵手２の上に火花。

美都子「きゃー！」

日野の横から火花。

日野「艦長！」

艦長「トリムなおせ！」

　　加地、長尾の後ろから舵を握りながら、

加地「操舵不能！」

ソナー手「さらに魚雷音！12時方向、距離不明！」

　 ソナー手、ごくんと息を呑む。

ソナー手「つづけて魚雷音、8時方向！」

　 呆然とする艦長。

　 [潜航艇をかすめ爆発する敵魚雷。潜航艇に大きな衝撃波。]

　 潜航艇内にはげしい火花。

操舵手1「傾斜30度。沈みます！深度180！190！」

艦長「全速。アップトリム最大。」

操舵手1「沈みます！止まりません！」

艦長「メインタンク、ブロー！」

バルブを回そうとする加地。

加地「だめだ！できない！」

操舵手1「深度、220！潜航限界！」

　　日野、絶叫する。

日野「ば！馬鹿野郎！」

艇長「出力！。トリム最大！」

操舵手1「駄目ですぅ！」

操舵手1泣き声になっている。美都子、操舵手２を抱きしめる。日野の顔ひきつる。

操舵手1「深度240、250！圧潰深度！」

　　艦体、ピーという軋みをあげる。艦長、日野の頭上から水が噴き出す。二人、艦内の天井を見上げる。加地と長尾も見上げる。その横壁から水が噴き出す。美都子、操舵手２の前にも、水がどっと噴き出す。ソナー手の頭にも水がかぶる。全身に水を浴びながら艦長、あきらめたように言う。

艦長「こりゃ、駄目だな。」

　　美都子、加地を見て、何かいいかけ、言葉にならない。加地、美都子をふりむく。美都子と加地の目があい、見つめあう。水がとめどなく噴き出す。操舵手１，泣き声で叫ぶ。

操舵手１「母ちゃん！」

　

51　潜航艇内

真っ暗な潜航艇内。浸水は胸の高さ。艦長、懐中電灯を照らす。うなだれている乗員・工作員達。

艦長「大丈夫か。」

日野「生きてるのが不思議だな。」

加地「…深度、幾つなんだ。」

操舵手１「深度計、ふりきれてます。」

　　艦長、美都子と操舵手２のほうを振り向く。

艦長「そっちは？」

　　美都子、操舵手２のをしっかりと抱きかかえながら、やっと言う。

美都子「生きてます。」

操舵手２「死んでもいいす。」

　　艦長、うなだれるが、顔をあげて、少し意外そうに言う。

艦長「前より耳が楽になった。少し浮いたぞ。」

　　加地と日野、自分の耳を確かめてみる。

艦長「波の音だ。」

日野「何、馬鹿なこと言ってるんだよ。なんにも聞こえねぇよ。」

　　加地、目を閉じて耳をすますが、加地にも何も聞こえない。

52 海底

比較的浅いと思われる海底を漂う潜航艇。

53　潜航艇内

艦長「驚いたな、こいつ、ほとんど浮かんでやがる。」

加地「スクーターで脱出できそうか。」

　　突然、船体が大きく音をたてて軋む。驚く加地と日野。

日野「今度はどうした！」

艦長「…座礁した。」

　　顔を見合わせる加地と日野、美都子と操舵手２。

54　海面上の潜航艇艦橋
艦橋のハッチをあけて艦長が身を乗り出し、海岸を見る。陸までは僅かである。
55　砂浜
 　　力なく砂浜にしゃがみこむ日野と加地。海から砂浜へよろよろと歩いてくる乗組員達。ソナー手と操舵手1が、操舵手2に肩を貸して浜に上がる。出迎えて操舵手2をいたわる美都子。

日野「ここはどこなんだ。」

加地「房総半島のどこかってことは確かだな。すぐに敵の陸上部隊が来るぞ。」

長尾、ずぶぬれのケースの中から銃を抜いて身構える。その音に日野がふりむく。満月が出ている。

日野「すぐ日没だ。行くぞ。」

言いながら立ち上がる日野。加地と日野、艦長をみる。艦長、呆然と潜航艇の艦橋を見ている。背後から日野が声をかける。

日野「行くぞ艦長！」

　　日野、先に歩いていってしまう。艦長の視線の先で、海面に突き出した艦橋が、寄せる波に洗われている。艦長を見る加地。

56　海岸
 　　海岸の岩場を、疲労の色濃く歩く全員。暮れていく山の稜線。
57　森の中の広場[夜]
 　　木々に覆われた森の中に小さい広場。全員がしゃがみこんでいる。中央に小さな固形燃料の缶が置かれて炎があがっている。炎の中に、びしょぬれのノート状の書類を、１枚ずつ破きながら火にかざして焼く長尾。炎の照り返しに揺れる美都子の顔。操舵手1とソナー手、煙草を吸っている。吸いさしを操舵手2にわけてやり、3人でくすくすと笑っている。加地と日野、しゃがみこんで艦長を見ている。正面でしゃがんでいる艦長、腕時計を見て、にやりとして加地たちを見返す。加地と日野、目をふせる。艦長、押し殺したように言う。

艦長「“上陸後ただちに”って規則だ。俺たちゃ覚悟はできてるぜ。さっさとやってもらおうか。」

加地と日野、気まずそうに地面を見つめる。美都子、膝をかかえて座り込みながら、加地と艦長の顔を見比べる。

日野「すまねぇ。何ていったらいいのか。」

艦長「わかってるさ。俺達は陸にあがっちゃ生きてはいけねぇよ。ほらよ、もう５時間も余計に長生きさせてもらってるぜ。」
時計を見る艦長。日野と加地、ふたたび目を落とす。操舵手たちの笑い声がかぶる。

操舵手1「艦長、こいつが」
操舵手1、笑いながら操舵手2の肩をこづきながら、皆に大声で言う。
操舵手1「自分の始末はどうしても美都子しゃんにお願いしたいゆうちょんですら。」
ソナー手「えぇなぁおい。」
操舵手2「へへへへ。」

操舵手2、恥ずかしそうに笑う。艦長もいきおいよく笑う。

艦長「おう、よかったな！」

美都子、助けを求めるように加地を見る。

加地「君も特務班員としての責任は果たさなくちゃいけない。」
美都子、ひきつる。
 

58　満月

　　丸い月を暗雲が覆う。
 

59　森の中の広場[夜]
 　　頭に手を乗せて一列に並んだ艇長、操舵手1、ソナー手、操舵手2。サイレンサー付の銃の放列が彼らの後頭部に突きつけられている。

操舵手１「しかしまぁ、こうして最期の最期に、南の土を踏めるとは思ったらんかったすなぁ。」
操舵手２「暖かけぇとこじゃ。これなら米もよくとれるじゃろぉ。」

ソナー手「んだなぁ。」

日野、目を少し潤ませながら、

日野「お前達は、よくやってくれたと思っている。」
美都子、操舵手２の後頭部に銃を構えている。その手はぶるぶると震えている。美都子にゆっくりふりむいて笑う操舵手2。美都子、思わず体が後ずさる。
操舵手2「よろしくお願いします。美都子しゃん。オラ、思い残すこたねぇっす。」
美都子、息を呑む。操舵手2、微笑んでまた前を向く。後ろに美都子の怯える表情。
操舵手2「こんど生まれてくるときゃ、もっとぱりぃっとしたええオトコになって来ますわ。そん時にゃ、美都子しゃん、オラの嫁しゃんになってくらしゃいまっせ！」

美都子「は、はい。」
操舵手１とソナー手、噴き出す。

ソナー手「おっ死ぬ間際になって、とんでもねぇこというて、

操舵手１「美都子しゃん困らせるでねぇよ。」
艦長、微笑む。
艦長「なぁ、加地。こんどの作戦は最初から最期まで、俺にはわからないことばかりだったぜ。」

加地、睨む。

艦長「やつらは魚雷を当ててこなかった。俺の艦（ふね）が、知らない間に勝手に沈んだり、浮いたりしたのも、合点がいかねぇ。」

加地、ごくりと唾を飲み込む。
艦長「でもな、お前らのやってることが、ニッポンのためになることなら、それがどんなことだって、俺たちゃそれでいいよ。さっさとやれ。」

操舵手１・２・ソナー手、目をぎゅっとつぶる。加地、艦長に構えた銃を握りしめる。他の3人も銃を握りなおす。

日野「加地、お前が上級士官だ。」
加地「…言えない。頼む。」
日野「まかせろよ。」
日野、大きく息を吸い込む。
日野「…わが政府と党と人民は、」
美都子、震えながら銃を構えなおす。
日野「北日本人民軍海軍特殊潜航艇010（まる・いち・まる）号搭乗員諸君の名を祖国英雄として永久に心に刻むことを誓う。」

　　艦長・操舵手１・操舵手２・ソナー手、目をつぶって歯を食いしばる。

日野「安らかにあれ。…撃て！」
サイレンサーの鈍い銃声とともに火をふく銃。3人の潜航艇乗員、人形のようにぱたんと前に倒れるが、美都子の銃から弾が出ない。一人残って驚く操舵手２。狼狽する美都子。ふりむこうとする操舵手２。ひるむ美都子。一瞬はやく加地の銃が操舵手２の額を打ち抜く。操舵手２倒れる。美都子、悲鳴をあげて両手で顔をふさぎ、しゃがみこむ。涙を流す日野、長尾。倒れた４人と、立ち尽くす加地・日野・長尾の3人。美都子、しゃがみこんで泣いている。加地・日野・長尾、肩で息をしている。ヘリコプターの音が遠くから聞こえてくるのに気がつき、３人とも顔をあげる。長尾、燃料缶のもとへ走り、すばやく燃料缶の上に蓋をして火を消す。

60　山中[夜]

闇に包まれた森が、上空からの投光でシルエットを浮かびあがらせる。投光機をつけたヘリが飛んできて、頭上を通り過ぎていく。

61　森の中の広場[夜]

暗闇の中に浮かぶ加地の顔。

加地「夜があけたら山狩りがはじまる。二手にわかれて敵の後方から攪乱しよう。」

美都子、両手で顔をおおったまま声なく泣いている。倒れている4人の潜航艇乗員の死骸。それを見つめる日野の顔は涙にくれている。

日野「待っててくれ。俺も、すぐお前達のところへ行くからな。」

 
62  森[夜明け]
 　  夜明けの森。樹木の下を押し寄せていく南日本軍の俯瞰。正面にむかってくる兵士達。大型ヘリコプターで輸送されてくる兵士達、ヘルメットの隊列。

63　森の中

　  森の中の坂道を駆け下りていく日野と長尾、途中で振り返って止まる。むきあう、加地と美都子。日野と長尾、丁寧に敬礼する。加地と美都子、敬礼する。日野、にこりと笑い、長尾と走り去っていく。見送って見詰め合う美都子と加地。

64  海岸

　　海岸で、漂着した潜航艇の艦橋を検視している黒服の男たち。兵士たちがとりかこんでいる。作業を見守る黒服の上司の頭上にヘリコプター。

65  森の中

　　手をとりあって逃げる美都子と加地。

66　森

迫り来る南日本軍。分隊長の掛け声に呼応する兵士たち。軍用車両や大型ヘリコプター。

67　トンネルの入口

加地と美都子　手をとりあって逃げてくる。小さなトンネルから入って、大きなトンネルの前へ。一瞬躊躇するが、そのまま二人でトンネルの中へ入っていく。

68　トンネルの中

カメラ、トンネルの中から二人を待ち受けている。二人、トンネルの行き止まりで立ちつくしてしまう。息堰きる美都子。がっくりと肩を落とす加地。突然の銃声に驚き、ふりかえる加地と美都子。

69　森の中

南の軍隊と銃撃戦を繰り広げる日野と長尾、山腹を転がるように逃げる。山腹から沸いてくるように迫る南の軍隊。日野と長尾、二人で逆方向に逃げるが、長尾は待ち伏せしていた別の一隊から狙い撃ちされ、倒れる。日野、振り返って叫ぶ。

日野「琢磨！」

斜面を転げ落ちる長尾。迫る隊列。逃げる日野。兵士の一人が狙い撃つ。よろける日野。撃った兵士、自分で驚いている。日野、撃った兵士を振り返って睨む。眼があって狼狽する兵士。最後の力をふりしぼって銃口を兵士に向ける日野。兵士、思わず叫んで銃を向ける。

兵士「うわー！」

銃声。日野、どっと倒れる。

70　トンネルの中

美都子の銃を加地が左手で弾きがねを引く。カチリの音もない。加地を見上げる美都子。加地、トンネルの方をむけた銃を降ろし、手元に戻しながら、

加地「撃鉄が割れてる。この銃は撃てない。」

泣きそうな顔でうなずく美都子。手もとの銃から、すこしトンネルの天井を見上げる加地。加地、美都子の傍らに来て正面に座り、銃を台座の上に置く。美都子、泣きべそである。

加地「どうやら、ここまでだ。」

美都子「加地さん。」

美都子、わっと泣いて加地の胸にとびこむ。二人、闇の中で抱き合う。美都子、加地の肩に頭をぶつけながら泣く。

美都子「加地さん、わたし、わたし…」

加地「帯広で君と暮らしたことは忘れないよ。」

美都子「加地さん。私、本当に、本当に、加地さんのこと。」

加地、美都子の涙を指で拭いながら、

加地「もしも僕達の国が、こんな歴史じゃなくて、あたりまえの生活のできる、誰でも温かい飯の喰える、どこへ住んでもいい、軍隊のない国だったら、僕は君を女房にして、僕達の子供を育てたかった。」

美都子、泣きながら何度も頷く。涙で声が出ない。

加地「あの雪の大地で。」

抱き合う二人。

71　雪原[回想]

白一色の大地に、走りでてくる加地と美都子。雪合戦をしてじゃれあっている。美都子はまだ少女のよう。追う加地、美都子の姿にみとれて立ち止まる。加地を見て立ち止まる美都子。見つめあう二人。抱擁。

72　森

血を噴出して倒れている長尾と日野の死体。取り囲む南日本軍の兵士たち、肩で息をしながら、無言。脱帽している兵もいる。

73　トンネルの中

加地がポケットの中から、小さなカプセルを取り出す。見つめる美都子、震える。

加地「苦しみは、一瞬だ。大丈夫だね。」

体を震わせてうなずく美都子。加地、カプセルを差し出す。美都子、受け取り、カプセルをしばらく見つめる。と、トンネルの入口のほうから、南日本軍の拡声器の声が響くのが聞こえ、ふたり入口のほうをぱっと見る。ふたり、トンネル入口の光をみて、ふたたび向きあう。

加地「僕は、最後の戦いを挑んでくる。君とはこれでお別れだ。」

美都子、カプセルを見つめ、加地とカプセルを見つめる。カプセルを見た目を、加地にふりあげる美都子。うなずく加地。美都子、加地からふたたびカプセルを見つめる。加地、美都子を見つめる。美都子、加地を食い入るように最後に見る。美都子、次の瞬間、思い切りカプセルを口にふくむ。加地の胸につっぷす美都子。ややあって美都子、声を出さずに叫ぶとガクンと体がのけぞる。加地、目をそむけるが、すぐに美都子を抱える。加地を見つめる美都子。目にいっぱいの涙をあふれさせ、魂がひいていくように倒れていく美都子。

美都子「さ・よ・う・な・ら」

手を出して体を支える加地。加地、美都子の体を支えて、台座の上に体を寄りかからせてやる。美都子、倒れ伏して動かない。加地、起き上がって美都子を見つめる。上着の胸から自分の銃を取り出し、そして去っていく。加地、トンネル入口へ向かって歩き出す。美都子、一瞬意識が戻ってかすかに目をあける。加地のシルエットが大きくぼやけ、やがて加地の姿は消える。美都子、目を伏せる。大きな銃声が立て続けに響き渡り、入口から南日本軍らの合図の声が沸き起こる。美都子、わずかに反応し、銃を握るが、がっくりと倒れる。

74　トンネルの中

　 　トンネルの入口に銃を構えて寄せてくる南日本軍の部隊。銃を構えた兵士が一人、二人とトンネルに入っていく。歩み寄る兵士、倒れている美都子を見つめる。兵士、大きな身振りでトンネル入口の方へ合図する。トンネルの入り口に黒服の男達のシルエットが立つ。男達の顔は逆光で見えない。

75　森の広場

　　森の開けた場所を、兵士の一団が担架を搬送している。乗せられた美都子、意識もなくぐったりしている。美都子の担架がヘリに乗せられる。ヘリコプターが轟音をたてて飛びていく。

76　施設の廊下[夜]

特殊施設の中を美都子が黒眼鏡黒服の男達にとりかこまれ、車椅子に乗せられて運ばれていく。美都子は拘禁服のようなものを着せられ、手には手錠、ぐったりと意識もない。男達の後ろに、黒眼鏡の女が小走りについて行く。

77　美都子の個室

　　意識が朦朧としている美都子。蒸気機関車の汽笛が遠くから聞こえる。それは部屋に置かれた鉄道模型の中を走る模型機関車が発している音。機関車が駅に到着すると巨大な（小さな）人形にぶつかって脱線する。人形を手にとる女。目をさます美都子。ホテルのような、病院のような、奇妙にさっぱりとした白い部屋。焦点のあわない目で室内をぐるりと見渡す。椅子の上に膝をかかえて若い女＝お姉さん＝が、一人で座っている。美都子、動かない体を無理に後ろにずらそうとして、苦痛に顔をしかめる。女、手で人形をもてあそびながら、美都子にやさしく微笑む。

お姉さん「まだ起き上がるのは無理よ。気持ちを楽にして眠ってなさい。」

美都子、再び意識が混濁し、気を失う美都子。

78　個室

ベッドの上で体を起こしている美都子。窓のカーテンが大きく開け放たれて、したたる緑が見えている。お姉さん、コップに注いだ清涼飲料を美都子の傍らに置く。顔をそむける美都子。お姉さん、一方的にまくしたてる。

お姉さん「どうしてここへ来たか、ここはどこなのか、このあとどうなっちゃうのか。心細くて不安でしょうね。いいのよ。あなた自身のこと、あなたの気持ち、否定しなくちゃいけないものは何もないわ。考えたいことや思い出したいことを、いくらでも自由に考えて。時間はたっぷりあるもの。あなたは自分のことは、何もしゃべらなくていいわ。ここでは、誰もあなたを問い詰めたり傷つけたりしない。しばらくのあいだ外に出られないのは、ちょっと不自由かもしれないけど、それだけは許して。」

美都子、女の顔を敵意の目で睨む。お姉さん、かまわず話を続ける。

お姉さん「私のことは、ここでは"お姉さん"と呼んでね。私もあなたのことは妹だと思うことにするから。もちろん、私だって今はちょっと照れくさい。だけど、これからあなたと私は、とても長い時間を一緒に過ごすことになると思う。だからきっと姉妹みたいな気分に、きっとなるわよ。まぁ世の中には仲のいい姉妹もいれば、喧嘩ばかりしてる姉妹もきっといるわよね。無理することはないけど、でも、なんだか私、あなたとは仲良くなれそう。あなた、何となく私に似てるわ。」

美都子、きっとお姉さんを睨むと、怒ったように毛布を頭からかぶってしまう。

79　個室 [夜]

部屋の中央、事務机に白いテーブルクロスをかけた食卓ができあがり、食事が並べられている。お姉さんの隣にはテディベアの人形が一緒に座っている。向き合って座る美都子とお姉さん。お姉さんはテーブルに両手を組んでいるが、手をほどくと十字をきり、それからフォークで食事に手をつける。美都子、何も言わず、食事もしない。お姉さん一人で食べ続る。お姉さん、ときどき目をあげるが、美都子、視線が合うとぷいと横を向いてしまう。お姉さん、こらえきれず笑ってしまう。

お姉さん「そういうところ、やっぱり私に似てるって！」

美都子、そらした顔を動かさない。

お姉さん「そうよねぇ。そうそう簡単にはダマされないわよねぇ。いいわよ、あなたの言いたいことや聞きたいことに、できるだけ答えようと思うわ。聞いてちょうだい。もちろん、私の立場では、とても全部を答えることはできないと思うけれど、その時は、その質問には答えられないときちんと言います。そのかわり私は嘘は答えない。」

美都子、きっと睨む。

美都子「誓えるの？何にたいして？」

お姉さん、初めての美都子の声を聞いて少し驚くが、すぐ微笑みかえす。

お姉さん「誓うわ。何にたいして誓うかというと、そうねぇ、あなた達は政府と党と人民にたいして誓うのよね。私にはそういのってないなぁ。たしかに私、国家公務員なんだけど、こっちではそういうことしないから。あなたと私の姉妹としての愛情にたいして誓う。それでどう？」

美都子、思わず怒りの表情となり、テーブルクロスの端を握り締める。

美都子「自分の所属も名前も名乗らないヒトから、愛だ誓いだなんて言われる筋合いはないわ。あんたに聞きたいことなんて何もないわよ。あんたたちの方が私に聞かなくちゃいけないことが、沢山あるんじゃないのっ！。」

80　個室の隣室

美都子の個室の隣のガラス（マジックミラー）で仕切られた部屋で黒服の男（上司）と部下が中の様子を伺っている。オープンリールのテープレコーダーのリールが廻る。上司はヘッドホンを片耳に当てている。[個室内と適宜カットバック]

81　個室

お姉さん、少し目を伏せるが、優しい微笑みは消えない。

お姉さん「ごめんなさい。はぐらかしてるんじゃなくて、私は本気で言ったの。私はあなたに聞きたいことは本当に何もないの。あなたが、ここへ来るまでにどんなことがあったかなんて、もう済んでしまったこと。何の問題にもならない。そう、少し不条理かもしれない。私、あなたに心から同情を申し上げたいと思う。けれどね、私なんかがとても思いつかないくらい大きな嘘で、この世界は動いていってるし、それに抗うことは誰にもできないのよ。」

お姉さん、淡々と続ける。

お姉さん「あなたは一人で、自分の意志で南に亡命してきた。そういう人達を私たちはいつも温かく受け入れてきたわ。あなたがこの数日の間に体験したことは、どこにも記録されていない。記録がないということは、それが事実だということ。」

美都子、眼をくるくると回し、驚きにつつまれる。

お姉さん「この1ト月、南北日本の外交関係はとても良好だった。何の事件も事故も起こっていないし、誰も傷ついていない。お願い、理解して受け入れて欲しいの。そういう"事実"と、今のあなた自身を。」

美都子、体の底から、わなわなと怒りがこみあげてくる。テーブルクロスのはじをつまむと、憎しみにまかせて引っ張る。テーブルの上から落ちていく食器。表情もかえないお姉さん。

82　個室の隣室

食器が落ちて割れていく音。

上司「おまえ、あとで掃除しとけよ。」

部下「いやですよ。」

83　個室

お姉さん、目を伏せ、なお微笑んでいる。唐突に、脇のテディベアが喋りだす（お姉さんの声）。

テディベア「いけないなぁ、美都子ちゃん。お食事中はお行儀よくしなくちゃ。」

お姉さん「でもねぇ、ゲルググ。美都子ちゃんは疲れての。いまは大目にみてあげて。」

呆れて目をまわす美都子。[隣室でも気が気でないという表情の黒服たち]

テディベア「僕は反対。美都子ちゃんはもう立派なレディなんだよ。いけないことはいけない。」

お姉さん「いいのよ。」

テディベア「はんたーい。」

お姉さん「ゲルググ、あなたこそ静かにしてよ。」

テディベア「はんたーい、はんたーい。」

美都子の目、耐えられずとんがり、両手で食卓を叩いて叫ぶ。

美都子「私も反対！」


84　個室の隣室
　 "やれやれ"という表情で呆れる上司の男。
85 個室

個室のベッドのうえで正座している美都子の後ろ姿。その横にテディベア。美都子、テディベアを抱え上げると、力まかせに腕をひきちぎろうとする。なかなかちぎれないベアの腕。

86 個室

床置きのテレビの画面のなかでは教養番組のビデオテープが再生している。美都子の手がバチンとチャンネルをかえると、画面で演歌歌手が唸る。すぐ美都子の手がチャンネルを回す。どっと笑い声が湧き、男女ペアの漫才師が、馬鹿らしい芸を演じている。テレビから離れる美都子。ソファーに飛び乗ると、しゃがみこんで菓子をほおばりながら食い入るように画面を見る。ドアが開いてお姉さんが入ってくる。お姉さん、床から腕のひきちぎられたテディベアをひろいあげ、しみじみ見るが、何もいわずにテディベアを自分の腕に抱く。お姉さん、テレビを見て、美都子に声をかけるともなく言う。

お姉さん「北のテレビに比べると、ずいぶん馬鹿らしいチャンネルが多いから、見たってしょうがないと思うんだけど。でも、みんな最初のうちはまずテレビに釘づけになっちゃのものなのよね。何よりもテレビテレビ。いいわよ、好きなだけ見ててちょうだい。お勉強はいつでもできるから。」

美都子、口にせんべいをくわえたまま答えない。テレビの男女の漫才師、ますますエスカレートし、ハリセンでどつきあいを始める。女の漫才師、叩かれて大げさに泣く。

87　テレビ画面の中

女の漫才師「ここまでコケにされたんじゃ、この土地じゃもう生きてはいけねぇずら。ワタスもう北へ帰らせて貰いまず。」

男の漫才師「それでおめぇえったら、またいつかみてえに腹すかして、笑い茸までくっちまんだべぇあ！」

女の漫才師、モグモグと食べる仕草をし不気味に笑いだす。

女の漫才師「ぐふ・ぐふ・げへへへへへへぇ。」

　 テレビの観客の声、どっと笑う。

女の漫才師「がははははは、ぐるじーい、ぐるじーい。」

　 　テレビの観客の声、ますます笑う。

男の漫才師「いいかげん、やめれオメ。お客さんまで苦しがってんでねぇか。この電波北の連中が見たら、どう思う。"あーぁ南の連中、今日も喰いモンなくて、あんな大勢で笑い茸喰っとるじゃあ。"」

　 　テレビの観客の笑い、頂点。

88　個室

テレビを見ていたお姉さん、噴き出す。

お姉さん「この漫才夫婦ね。３年前に北から亡命してきたんだけど、自分達の境遇をギャグにしてるの。結構きわどいネタやって、最初の頃はインパクトあったんだけど、ここんとこマンネリかなぁ。」

美都子、テレビを見る目が険しくなる。

お姉さん「この夫婦は北じゃインテリ階級だったんですってね。あなたのいた機関にとっては人民の敵かもしれないけれど、南の人達にはね、北の人間も笑うんだってことがわかって、それがとっても驚きで、北のイメージの回復には絶大な効果があったと言えるでしょうね。南北融和ってこういうところから始まるのよ。」

美都子、無言。

お姉さん「特務機関とか潜水艦とか、もう流行らないんだと思うな。この夫婦みたいなのが、祖国統一に一番大事な仕事をする時代になったってことかも。ねぇ、こういうこと帯広じゃ教わらなかったでしょ。」

　  美都子、無言だが、お姉さんの言葉に心を動かされている。

89　図書室への螺旋階段

図書室への螺旋階段をあがってくるお姉さんと美都子

90  図書室

書棚と閲覧机の中を歩いてくる美都子とお姉さん。ほかには誰一人いない。お姉さん、ウキウキとしたようにしゃべり出す。美都子、書棚を見上げ、本の多さに少し驚いている。

お姉さん「毎日13時から15時までは、あなたこの図書館を一人で自由に使っていいわ。本はもちろん、部屋に持って帰っていいです。この図書館には北の人達が書いた本がたくさんあるけど、出版されたままのカタチで並んでるわ。もちろんＳＮＤＣ分類だけど。何を読んでもあなたの自由よ。じゃあね、ごゆっくり。」（SNDC：South Nippon Decimal Classification）

美都子、図書の背を眺めて歩くが、急に思い立ったように、ムキになって本を次々にひっぱり出す。

91　図書室への螺旋階段

図書室への螺旋階段から一人で降りてくるお姉さん。ふと何かを思い出したような表情で天を仰ぐ。

92　春の公園[回想]

桜が満開の春の公園で立って抱き合っている男女。女が顔をあげると、それはお姉さんの顔である。

93　監視室

頭をかかえているお姉さん。傍らのオープンリール・テープレコーダのテープが尽きて、カタンと音を立てて停まる。はっと我にかえるお姉さん。横では黒服の男１が、監視モニターの画面の前に座って、鉄道模型を手入れしつつ暇そうにしている。

お姉さん「彼女、どんな状況？」

黒服１「熱心な読書家ですね。」

お姉さん「何冊くらい手にとった？」

黒服１、手元のメモをちらと見る。

黒服１「いま214冊。」

お姉さん「にひゃく？」

お姉さん、立ち上がって黒服の脇へくる。慌てて鉄道模型を隠す黒服１。

お姉さん「どんな本を読んでるの？。分類別の傾向は？」

黒服１「分類別ってわけじゃないですけど･･･高さ、20センチ程度、300ページ前後の本という傾向ですかね。」

お姉さん、不審な表情。

94  図書室

お姉さん、図書室へ走ってくる。

お姉さん「美都子･･･ちゃん。」

図書室の中、ガランとしていて答えがない。

お姉さん「どこにいるのかしら、美都子ちゃん。」

お姉さん、図書室の中に入ってくる。何かパタパタパタという連続音が聞こえてくる。お姉さんが足元をみると、図書室の床に整然と並べられた図書が、ドミノ倒しになって倒れてきくる。最後の１冊がお姉さんの足先でパタンと倒れる。思わず、「くくっ」と噴き出してしまうお姉さん。

95　トレーニングルーム

　 美都子、エアロバイクを懸命に漕いでいる。何かをふっきるように激しく。

96 トレーニングルームの隣室

　 ガラス窓越しに、黒服の上司の男とお姉さんが、美都子を見つめている。

黒服上司「健康な精神は健康に肉体に宿る･･･かなぁ。」

お姉さん「彼女は両親の顔も知らず、特殊な環境で育てられました。人間としての成長はこれからなんです。彼女の心は激しく純粋ですが、強くはありません。私達が愛情を注げば必ずこたえてくれます。プログラムの進捗状況は理論値より早いです。ご心配なく。」

黒服上司「そうだとして、この先、使い道があるのかぁ？。漫才やらせるのは、もうやめようよ。一体、君、この娘をどうしたいんだ。」

お姉さん「私自身が、彼女のことを、もっと深く知りたいんです。」

黒服上司「あまり個人的な興味で仕事しちゃあ、いけないよ。」

お姉さん、どきっとしたように顔をひきつる。黒服1、その脇から、そっと唇に指をたてて上司に注意を促すが、上司が振り返るととぼける。

97　図書室

　　児童書のコーナーに、多数の絵本が散らばっている。絵本のページがめくられていく。床にしゃがんで喰いるように見つめる美都子。その様子を背後の天井カメラが監視している。

98　監視室

　　監視モニターに美都子の背中が映っているのを見ながら、黒服１とお姉さんが話しをしている。

黒服１「最近の読書傾向は軽いモンばっかりで。っていうか、子供向けのばっかりです。何がおかしいんだか、くすくす笑ってばかりで。」

　　お姉さん、画面を観ながら言う。

お姉さん「…笑ってる？これが？」

黒服１「はぁ？」

　　黒服１、監視モニターにふりむく。

お姉さん「彼女、泣いてるのよ。…」

　　モニター画面の中で美都子の背が震えている。

99  トレーニングルーム

トレーニングルームで、隣あったエアロバイクを漕いで競争する美都子とお姉さん。美都子、そのうち不機嫌になってバイクを降りてしまう。お姉さん、慌てて後を追う。

お姉さん「美都子ちゃん、待って。いまみたいに急に止めちゃ駄目よ。それにその汗、ほらふいてあげる。」

美都子「いいよ」

美都子、お姉さんの手をはらいのける。なおもお姉さん、タオルを美都子にかけてやろうとする。

美都子「うるさいわね、ほっといてよ！」

美都子、お姉さんを突き飛ばす。お姉さんが器具にぶつかり、体育器具が倒れる大きな音がする。思わずはっとする美都子。倒れているお姉さん。美都子、思わず駆け寄り、叫ぶ。

美都子「お姉さん！」

美都子、きょろきょろと周りを見廻す。

美都子「お姉さん！お姉さん！」

100 個室内

美都子とお姉さん、将棋の対戦中。お姉さん、鼻の頭にばんそうこうを貼っている。美都子が妙に強く、お姉さん四苦八苦している。美都子、お姉さんの指そうとする手に、百面相のような顔をして、からかう。真剣に考えて頭を掻きむしるお姉さん。お姉さんが熟考の末の一手をさす。それを見て途端にあせる美都子、お姉さんの置いた駒をはねのける。呆れて元に戻すお姉さん。繰り返す美都子。怒るお姉さん。あっというまにエスカレートして駒を投げ合う二人。思わず笑い声が起こる。

101 トレーニングルーム

トレーニングルームで、隣あったエアロバイクを漕いで競争する美都子とお姉さん。

102 図書室

図書室内の書棚に隠れている美都子、お姉さんが後ろからハタキを持ってそっと迫ってくる。それに先制攻撃してハタキを浴びせて笑って逃げる美都子。追うお姉さんの笑い。

103 施設の廊下[夜]

誰もいない廊下を、無人の車椅子が動いてくる。

104 個室[夜]

ベッドで寝ている美都子、部屋の外に人の気配を感じて目を開く。個室の通路側のブラインドに人影が動いているように見える。目で追う美都子。

美都子「誰？」

人影が止まる。やがて誰も手をかけることなく、ドアがきしみながら開き、操舵手2の亡霊が車椅子に乗ったまま入ってくる。ベッドの上に跳ね起き恐怖に震える美都子。操舵手2の額には弾痕、そこから一筋の鮮血が零れてくる。悲鳴をあげて怯える美都子。

美都子「きゃあー！」

105 施設の廊下[夜]

夜の廊下を走ってくるお姉さん。お姉さんの手に不釣合いな大きな拳銃が握られている。さらに後ろから軽ライフルを抱えた黒服１が慌てて追ってくる。

106 個室 [夜]

泣き叫んでいる美都子。お姉さん、部屋に飛び込む。

美都子「ごめんなさい！ごめんなさいー！」

美都子を抱きしめるお姉さん。

お姉さん「大丈夫よ！大丈夫！あなたは悪くないのよ！あなたは悪くないの！」

美都子「ちがうの！私なの！私が殺したのぉ！」

お姉さん「あなたは撃ってない！ちゃんと証拠があるの！あなたの銃から弾は出てない！」

美都子「違うの！違うのぉ！」

抱き合う美都子とお姉さん。軽ライフルを構えた黒服１～３が入口で右往左往している。

107 個室

美都子、ベッドの上でカーテンをかきむしり、ぶらさがるように身をよじって泣いている。美都子、涙の下から加地の名前を呼ぶ。

美都子「加地さん、加地さん。助けて、助けて。」

108  個室のドア

お姉さん、ドアを背にして立ちすくんでいる。

109  施設の敷地 [雪]

曇天の空から細かくふりしきる雪。墨絵のような敷地の景色。

110　図書室

美都子、閲覧机に座って雪景色を見ている。背後からお姉さんがやってきて、美都子の横に立つ。

お姉さん「北のふるさとのこと、思い出す？」

美都子「ううん。北の雪って、こんなに大きくないし、降り方も違うわ。」

お姉さん「そっかー。私も、北海道の雪景色、見てみたいなぁ。生きてる間にそんなことあるかなぁ。」

お姉さん笑う。美都子、笑い顔から少し真剣なまなざしになって言う。

美都子「あの時ね、私、引き金をひいたの。あの銃は、こわれてて、弾が出なかった。だけど私、引き金をひいてしまったの。私の罪は…消えないと思う。」

　　お姉さん、少し息を呑むが、優しく言う。

お姉さん「それは、あなた一人で背負う罪ではないわ。こういう国で生まれた私たちみんなの、」

　　言いかけて、お姉さん、話を変える。

お姉さん「ねぇ、美都子ちゃん。こんど、37度線に行ってみましょう。」

　　少し驚く美都子。

お姉さん「休戦ラインのこっち側から北を見たこと、ないでしょ？」

お姉さんをみつめる美都子。

111 休戦ライン

　  南北日本の休戦ラインを望む低い土手の上に立つ美都子とお姉さん。お姉さんは小さな双眼鏡を手に、休戦ラインの向こうに見える北日本領内の山並みを眺めている。薄く雪をかぶった山麓に北日本のスローガンの看板が並び、時折、風に乗って拡声器のアジテーションなども響く。（スローガンは「南北統一民族の悲願」「南傀儡政府の腐敗を糾弾せよ」など）。お姉さん、双眼鏡を覗きながら嘆息する。

お姉さん「あっちの様子も、なんだかのんびりしてて、緊張感ないなぁ。」

　  美都子、無言で遠方を見ている。

お姉さん「ここも7～8年前まではねぇ、北にいる家族の名前を呼ぶ人たちが、結構たくさん来てた場所なんだけど、最近は流行んなくなっちゃった。休戦ラインをはさんだ発砲事件は、ここ3年ぴたっとなくなったし。亡命してくる人は大抵、第3国経由だから、雪山はるばる越えてってことも、もうないわねぇ。ずいぶん静かになったわ、ココ。」

　  お姉さん、双眼鏡を睨んだまま、一呼吸おいて美都子に言う。

お姉さん「あなたには家族はなかったけど、友達とか名前のわかる親戚とかって、誰かいる？名前呼びたい人。」

　  美都子、哀しそうな目になって、小さくつぶやく。

美都子「…加地さん…。」

お姉さん、ふっと美都子の顔を覗きこむ。美都子、小さくうなだれ、また顔をあげて、お姉さんのほうを振り返る。

美都子「私には、いまはお姉さんしかいない。」

　  お姉さん、急に泣き出しそうな顔になるが、すぐ笑う。

お姉さん「寒いね。早く帰って温っかいモン、食べよ！」

　  美都子、笑って頷く。美都子とお姉さん、手をとりあって、土手を降りる。土手の下には1台の戦車がうずくまっている。ライフルを肩に下げた監視兵が、手持ち無沙汰に煙草をふかしている。美都子とお姉さん、子供の遠足のように手を大きく振りながら歩いていく。

美都子「（モノローグ）私は、施設を出て、お姉さんと一緒に街で暮らすことになった。」

112　マンションの一室（台所）

　　台所に一緒に立ち、一緒に料理を作り、食事をする美都子とお姉さん。

美都子「（モノローグ）私たちに用意された家はつつましかったが、お姉さんと私の暮らしは穏やで、幸せなものに感じられた。」

113  マンションの一室（食卓）

　　美都子とお姉さん、大慌てで十字を切り、早いもの勝ちと食べ始める。はなやいだ食卓にテディベアの人形がお相伴している。

114 雑踏

　 　ウィンドウショッピングをしながら雑踏を歩く美都子とお姉さん。

美都子「（モノローグ）街では、誰も私達のことを知らず、知ろうともしなかった。いまさら、私が何者かを明かしたとしても、誰一人として関心を持ちそうにはなかった。そう、南の人々はとても忙しそうだった。」

115  都会の高層ビル
　 　急速な経済成長を遂げる南日本のイメージ映像。高層ビルの建築ラッシュ。オリンピック、万博、流行のファッション、暴走族、けばけばしい風俗の写真など。

美都子「（モノローグ）南日本ではオリンピックや万博が次々と開かれた。南社会の繁栄は私の目にも煌びやかだった。人々の関心はすべて経済におかれ、誰もがあくせくと忙しげに働いていた。彼らにとって、北日本というものの存在など、もはや忘れられているかのようだった。」

116  大学の教室

　 　大きな教室に入ってくる美都子とお姉さん。周囲には幼稚園のようにはしゃぎまわる学生達。

美都子「（モノローグ）私は昼間の時間、お姉さんと一緒に、ある大学の授業を聴講するようになった。」

授業がはじまると学生達もお姉さんも枕を揃えて居眠りしている。

美都子「（モノローグ）すでに南では徴兵制は廃止されていたが、若者達はその時間を何に使ったらいいかを知ってはいないようだった。それは騒々しく、空疎で、私にはとても無駄なものが、無限に積み残されていくかのように思える場所だった。」

教室で寝込んでしまった美都子。教室には誰もいない。寂しそうに席を立つ美都子。

美都子「（モノローグ）私はこの社会の住人でないことを、むしろどこかでほっとしていたのかもしれない。そしてお姉さんと二人の、静かな暮らしのほかには、私には何もなく、何も欲しいものもなかったのだ。ただ加地の思い出だけを、私は大切に胸にしまいこんで生きていこうと思っていた。」

117  教室前の廊下

教室の外のソファーで本を読んでいたお姉さん。美都子が来ると、後を追う。

118 都会の雑踏のなかでたちすくむ美都子

　　美都子「（モノローグ）私はどこにいるのだろう。私は誰なのだろう。」

119　カフェテラス

人通りの多い公園の一角のカフェテラス。くつろいでいる美都子。何者かの視線が気になって顔をあげる。離れた席から、サングラスをした怪しげな男が、美都子を見てにやにやと笑っている。美都子、表情を曇らせて下を向き、もう一度ふりむくと男が消えている。美都子、立ち上がって男の姿を探すが、見つからない。仕方なく座る美都子。すると美都子の正面にいつのまにか男が座っている。驚く美都子。男、にやにやと笑っている。

怪しげな男「あんたのことはよく知ってるよ。写真で何度も見せてもらったからね。ちょっと年くったけど、いい女になったな。」

　　美都子、愕然として驚く。

美都子「あなた、誰？」

　　怪しげな男、すこし得意になって、笑う。

怪しげな男「昔はまぁ、あんたと同業者だったさ。けど、この商売も流行らなくなっちゃってさ、転職しちまったよ。そんなのにあいつときたら、北と南を蝙蝠みたいにふらふらして、いつまで火遊びしてるつもりなんだろうなぁ。こんないい女がいるってのに。なぁ、俺がもらっちまったって文句は言えねぇよなぁ、なぁ。」

美都子「何のことなの、あなた何を言ってるの？」

怪しげな男、声を潜めてにやりと言う。

怪しげな男「俺は加地と同期なのさ、ずいぶん一緒に悪さしたもんだぜ。」

　　美都子、目を丸くする。その時、後ろからカップの両手にジュースカップを３つ持った黒服１がやってくる。

黒服１「…こんなところで何やってんだ、19号。」

　　怪しげな男、ふりむいて笑う。

怪しげな男「べつに、ちょっとご挨拶してただけだよ。」

黒服１「重大な規則違反だぞ、罷免された者が」

怪しげな男「わかった、わかった。じゃましたな。」

　　怪しげな男、立ち去る。美都子、立ち上がって後を追う。

美都子「待って、あなた加地さんのこと知ってるの、加地さんのこと教えて。」

黒服１「あ、待って、待ってください。」

120　ビル前の広場

謎の男を追う美都子。美都子を追う黒服１、美都子に追いつく。

黒服１「あなたが勝手なことしたら私が」

美都子、黒服１の急所に膝蹴り、目を白黒させて倒れる黒服１。唖然と見る通行人。

121　歩道橋の上

美都子、男の姿を必死で追うが、どこにも見えない。お姉さんが駈け寄り、美都子の袖をつかむ。

お姉さん「美都子ちゃん、私の目のとどかないところへ行かないで。危ないじゃない。」

美都子、振り返って、お姉さんに喰ってかかるように言う。

美都子「お姉さん、加地さんは、加地さんはもしかして、まだどこかに生きてるの？」

お姉さん「何を言ってるの？」

美都子「ねぇ加地さんはどうなったの？どうしてお姉さんは、そのこと何も教えてくれないの？」

お姉さん「聞いてどうするのよ？」

美都子「私にはとても大事なこと！」

お姉さん「…いいわ、教えてあげる。」

　　息をのむ美都子。

お姉さん「北日本人民軍特務機関第3班加地令一中尉は、茂原第2分隊の一斉掃射を浴びて射殺されたわ。全身に38発の弾丸を浴びて、遺体は顔もわからないほど損傷が激しくて…。そんなこと、どうして美都子ちゃんに言えると思う？」

　　美都子、その言葉に血の気を失う。両手で顔を覆ってその場に泣き崩れる。支えるお姉さん。

お姉さん「美都子ちゃん！」

122 美都子の寝室

ベッドで寝ている美都子。眼から涙が溢れている。

美都子「加地さん、加地さん。」

そっと美都子に毛布をかけてやるお姉さん。

123　美都子の寝室の隣室

　　お姉さん、便箋をひらき、ペンをとって手紙を書きかける。

お姉さん「（モノローグ）美都子ちゃん。あなたの加地への想い。その強さに私はうたれます。そして、あなたのことを世界一わかってあげられるのは、この私だと思うの。なぜなら、私は加地のことをよく知っているから。そして、私もあなたと同じように。いえ、もしかしたらあなた以上に彼を･･･」

　　お姉さん、思い直したようにペンを放り出し、便箋をあわてて閉じて両手を組む。思いつめたようなお姉さんの表情。

124 美都子の部屋

　  美都子、部屋でニュース映像を見つめている。

125テレビ画面

ベルリンの壁に登ってツルハシを振るうドイツ人達の姿。日本人の特派員が興奮気味に喋っている。

特派員「ベルリンの壁がこのように崩されることになるとは、いったい誰が想像していたでしょうか。まさに驚くべき歴史の一こまが、私の眼の前で起こっています。ルクセンブルク門から沼田がお伝えしました。東京どうぞ。」

　  ニュース画面は東京へと切り替わる。

東京の司会者「はい、沼田特派員からの報告でした。再び東京のスタジオからお伝えします。さて、河原先生、ついにベルリンの壁が崩壊しましたね。」

河原教授「えぇ。あと100年はかかるといわれていた東西ドイツ統合の実現がいよいよ秒読みということで、日本人としては非常に、胸にこみあげてくるものを感じますねぇ。」

司会者「これで先の世界大戦で枢軸国として連盟し、敗戦の結果、東西陣営に分断された、ドイツ、イタリア、日本のなかで、まず、5年前に南北イタリアが統一。そして、今年東西ドイツ統合ということで、私達日本が、最後に残された分断国家ということになってしまったわけですが、このような世界情勢の中で、私達日本人は、何をどのように考えていったらいいでしょう。」

126　美都子の部屋

　　美都子、テレビに釘付けになっている。そこへ外からお姉さんが帰宅してきた音。美都子、すぐ席を立って、機嫌よくお姉さんを迎えに出る。

美都子「お帰りなさい、遅かったのねぇ」

お姉さん「ただいま。」

　  お姉さん、いくらか気持ちが沈んでいるように見える。美都子、軽い足取りで台所へ走る。お姉さん、ついていたテレビ画面を見ながら、ゆっくりと部屋に入ってくる。テレビ画面では、少し困ったような表情で、解説者が語っている。

河原教授「（テレビ画面の音声）そうですねぇ、たしかに民族統一ということは私達日本人にとっても悲願ではあるわけですよね。ただ、冷静に考えなければならないのは、その統一コストでありまして、これがイタリア・ドイツと日本の場合とはだいぶ異なると思うんですね。南日本は、今まさに高度成長のさなかにあって、これからの世界経済のなかで地歩を築いていかなくてはならない、非常に大切な、子供でいえば、まさに成長まっさかりの大切な時期なんですね。そこにいま、統一コストという大きな重荷を背負わされるということは、南北日本の未来にとって果たして良いことなのかどうか、ここは幅広い論議が求められてくるところだと思うんですよ。」

　　お姉さん、テレビ画面をみつつしゃがみこむ。美都子がお茶をもってきて傍らに座る。

お姉さん「なんだか世界史の教科書の頁がまだまだ増えていく時代なのねぇ。私達の暮らしが変わっていくのも、仕方のないことかもしれないわね。」
　  お姉さんの様子に、美都子、怪訝そうに尋ねる。

美都子「どうしたの？お姉さん。」

　  お姉さんと美都子、向き合う。

お姉さん「美都子ちゃん、聞いて。私、人事異動になったの。というより、この家での仕事がなくなっちゃったというべきかなぁ。つまり、私がここであなたと暮らして、あなたの生活を報告したり、あなたが危険さらされることからガードする、この仕事がなくなることになったの。つまり、あなたはもう国家の監視下に置かれる生活から解放されるの。」

　  美都子、驚きながら聞く。

お姉さん「あなたには、これから月一度、監察事務所に出頭したり、この家から200キロ以遠に旅行する場合には報告しなくちゃいけない。でも、ほかには殆ど何をしても自由よ。仕事も、あなたの一番希望する職種が斡旋してもらえると思うわ。」

　  美都子、言われているうちにだんだん事態がのみこめてきて、静かに驚く。二人、手をとる。

美都子「本当なの。お姉さん行っちゃうの。いつ？」

お姉さん「明日よ。私の仕事もこれでおしまい。長い間、あなたに辛い思いをさせて、ごめんなさいね。」

　  美都子、首をふる。涙声になりかかっている。

美都子「お姉さんは、これからどうするの？」

お姉さん「私？私は、どっかに引越して、もう一回、図書館員になるわ。こんな時代だから、もう一回勉強しなおさなきゃいけないけど、でも、好きだから、いいわ。」
美都子「ずっとここに一緒にいてくれない？いいじゃない、この家で、今までみたいに仲良しで暮らしましょうよ。」

お姉さん「何いってんのよ。私、ようやく1日24時間勤務の滅私奉公から解放されたのよ。これからはイイ男でも見つけて、子供２・３匹生んで、楽しくやるわよ。あなたも、新しい仕事場でテキトーなのを見繕えばいいと思うわ。女の人生はこれからよ、お互い。」

美都子「…ありがとう。ありがとうお姉さん。」

　  女ふたり、手をとりあって泣く。

127 公園脇のバス停

　  公園前のバス停。美都子とお姉さん、ベンチに座っている。お姉さんの大きなバッグがふくらんでいる。お姉さん、腕時計を見て時間を気にして、ぽつりという。
お姉さん「バス遅れてるみたい。悪いわね。」

美都子「ううん。ぜんぜん。」

　  お姉さん、美都子のほうを見つめる。

お姉さん「…ねぇ。私、やっぱり美都子ちゃんのこと心配。」

美都子「私は大丈夫。ありがとう。」

お姉さん「うん。でもね。」

　  お姉さん、少し真顔で、そして小声になって言う。

お姉さん「あなたの昔のことを知ってる人間が、いつあなたを襲ってくるか、やっぱり考えちゃう、私。大丈夫？やすやすとやられちゃ駄目よ、美都子ちゃん。」

　  美都子、笑う。

美都子「まさか、うふふ。…私ってお馬鹿さんだけど、でも今ならいろんなことが分かるわ。私がどうして、この国でこんなに優しくして貰えたのか。私のこと、洗脳して北に送り込めないかとか、何かに利用できないかって、きっとみんなで考えてたんでしょうねぇ。でも、私ホラ、漫才の才能ないし…。」

　  美都子とお姉さん、ぷーと噴出す。

美都子「私をどうするか決まらないうちに、時代の方が変わっちゃったってことなんでしょうねぇ。役立たずで良かったわ、私。」

　  お姉さん、少し考えてから言う。

お姉さん「…そうかもしれないし、違うかもしれない。私にはわからないけれど、これも、あなたの運命なんでしょうね。これからは自分のことは自分で守るのよ。…あのね、美都子ちゃん。私、あなたのために、あのお守り隠してきたからね、もしもの時には使って。」

　  美都子、少し驚くが、笑って言う。

美都子「そんなの…もう使い方、忘れちゃったよ。」

　  美都子笑うが、お姉さんの顔はどこか真剣である。

美都子「悪い奴らが？」

お姉さん「そう、襲ってきたら。」

　  二人、真剣に言って、急におかしくなりぷぅっと笑ってしまう。バスが近づく音がして二人バスの方を診る。向こうからバスがやってくるのが見える。お姉さんと美都子、立ち上がる。お姉さん、荷物をかつぐ。自然に手伝う美都子。

お姉さん「じゃあ、元気で」

美都子「ん。お姉さんも。ねぇ、お姉さん」

　  美都子、バスが気になってその先が言えない。バスが来て、ドアが開く。お姉さん、荷物を重たそうに抱えてバスに乗り込む。

お姉さん「さようなら。体に気をつけて」

美都子「お姉さんもね。」

　  お姉さん、バスの中から振りかえって笑い、小さく手を振る。美都子、こらえられず言う。

美都子「お姉さん！お姉さんの名前はー！」

　  笑っているお姉さんの顔の前にバスのドアが閉まる。バスが発車して美都子取り残されるが、肩で大きく息をすると笑ってバスを見送り大きく手をふる。

美都子「さようならー！」

　  美都子、振った手をおろすと、あらためて大きな深呼吸をする。小さく微笑んで歩き出す。

128  バスの車中

　  バスの座席に座っているお姉さん、悲しそうな表情。瞳から涙が溢れ、声もなく嗚咽する。

129　ワゴン車

　  歩道を歩いていく美都子の後ろ姿。その背後に距離を置いて停車しているワゴン車。車内から歩く美都子の後ろ姿を観察する視線。運転席に黒服の男（上司）が座って、ガムをくちゃくちゃと噛んでいる。

黒服上司「さ、て、と。ご対面だぞ。」

　  ワゴン車の後部のスライドドアが開き、降りてくる男の足元。ドアを閉め、美都子の後を追う。

130　春の公園

　  春の公園の緑が美しい。歩をとめてみとれる美都子。だが、ふと不安な表情になる。その不安の原因を確かめたいのに、恐ろしくて顔をあげることができない。それでも思い切って顔をあげる。その視線の先に加地が立っている。美都子、血がひくような思いで息を呑む。

131　桜の園

加地と美都子、並んで園路を歩く。

加地「逮捕された後、僕が収容されてた施設はひどく暑いところでね。最初は外国かと思った。、あぁそれは九州だったんだけどね、宮崎のあたり。君と違ってまぁ僕の待遇はひどいもんだったよ。徹底的に逆洗脳された。今はなんだか、ツキものが落ちたみたいで、妙な気分だ。」

　  二人、立ち止まり、見つめあい、景色を見る。

加地「こうして二人で生きて会えたというのも、妙な運命だな。」

　  美都子、加地の横顔を眩しそうに見ている。

美都子「私、加地さんのこと、片時も忘れたことありませんでした。だから生きてこれたんです。」

加地「…僕も」

　  見つめあう二人。

加地「帯広の暮らしのことをずっと思っていた。あの時間をもう一度とりもどしたい。本当の人生を始めよう。これから。二人で。」

　  美都子、目が潤んでくる。

加地「一緒に生きていこう。」

　  美都子深くうなずく。桜の樹の下でだきあう加地と美都子。

132　美都子の部屋[早朝]

　  ベッドで寝ている美都子と加地。夜明け前の鈍い光が微かに感じられる。寝姿の美都子がそっと上半身を起こし、隣で寝ている加地の表情をじっと見つめている。上半身裸の加地、死んだように眠りこんでいる。美都子深くうなだれる。

　　テディベアにカッターナイフを突き立てる美都子。その物音にうっすらと目を開く加地。美都子、テディベアの綿の中から銀色の銃を取り出す。加地、ベッドから身を起こす。引き戸を開けて隣の部屋を見て立ちつくす加地。美都子、すすり泣いて座り込んでいる。

加地「美都子…」

　  美都子、すすり泣きながら手をあげる。銃を握り締めている。

加地「その銃、裕美の奴が置いてったのか。」

　  加地、静かに言うが怒気を帯びている。

加地「いったいどこまで聞かされてるんだい。」

　  美都子、顔を伏せたまま、首を振る。

美都子「お姉さんは何も教えてはくれなかった。でもね、私だってわかるの。わかるわよ、こんなこと。私、もう子供ではないの、歳をとってしまったの。だから…。」
　  加地、美都子を睨む。

美都子「あなただったのよね、何もかも、あなたが仕組んだことだったのよね。」

　  美都子、怒りと体が震えている。

美都子「閣下を殺したのも、船の位置を教えたのも。私に…死ねない薬を渡したのも…。」

　  美都子、泣き出す。加地、やれやれといった様子で後ろをむき、服を着始める。その上着からそっと飛び出しナイフを取り出して、音もなく刃先を開く。加地、諭すように言う。

加地「…やらなきゃならない作戦だった。生きて帰るつもりはなかったんだ。あの船の上で、君と会うまでは。」

　  驚く美都子。加地、淡々と言う。

加地「…君を死なせたくなかった。君を愛していたから。…君を助けるために、そこから計画が少し違ってしまったんだ。」

美都子「少し…違った？。どうして。あの」

　  美都子、激しく動揺しながら、声が昂ぶっていく。

美都子「あの、可愛そうな船乗りの人たちを、みんな犠牲にして。ひどい！」

　  泣き出す美都子。加地、黙ってしまう。

美都子「…私、あなたが心から好きだった。南に来て、本当に苦しくて辛い年月を過ごしてきたけれど、あなたのことをいつも思い出して耐えてきたのに。…あなたとの暮らし、大切な思い出だった。私、どんなに自分の運命を呪った時でも、それでも北に生まれたこと、一度も悔やまなかった。…北の国で、あなたに会えたから。それなのに、どうして。」

　  美都子、泣く。

加地「あの事件の真相を、君も知るべきだな。あの閣下って呼ばれてた男は、閣下でもなんでもない。ただの政商だ。奴を密かに葬るということは、南だけが望んでたことじゃなかった。…犠牲者は最小限だった。あの作戦が実行されなかったら、また何万人も死んでいたかもしれない。僕達は、二つの祖国のために青春を捧げたんだよ。それをとりもどすことに、僕は君と、これから力をあわせて―」

  　美都子、加地の言葉を遮るように銃の安全装置をカチリと外す。加地、美都子の目を見て、口をつぐむ。

加地「…その銃は撃てない。」

　  立ち上がる加地。

加地「…君には撃てない。」

美都子「…そうね。」

　　加地と美都子の睨みあう目と目。加地、一瞬でナイフを投げつけようとするが、一瞬早く美都子が撃つ。銃声とともに砕ける加地の顔面。美都子、さらに撃つ。胸と後頭部から血しぶきをあげて倒れる加地。加地の背後のカーテンが真っ赤に染まる。美都子の周囲にわきたつ硝煙。美都子、ぐったりとして銃を手からこぼすと、テディベアを抱きしめて、ふたたび静かに泣き始める。

133　海岸

　  朝の海岸、美都子が廃人のようにふらふらと彷徨っている。胸にはテディベアを抱えている。美都子、岩陰にしゃがみ、「ふるさと」の歌を口ずさんでんいる。木の棒で砂の上になにかを描いているのは、日本の地図のようであり、そうではないようにも見える。遠く車が急停車する音。美都子、けだるそうに立ちあがる。砂丘の向こうから軽ライフルを構えて走ってくる黒服の男達4人。加地を撃った銃を構えてゆっくりと振り返る美都子。銃声。

　[終]
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